
  
歴史資料館では過去 50年分の「広報みずまき」、古

文書や古写真、図書など未整理の資料が約 15,000 点

ありこれらの整理が懸案事項になっていました。 

そのような中で平成 22 年度、福岡県緊急雇用創出

事業として県から補助金を受けることになり、昨年 9 月

から 3月まで収蔵資料の整理作業と管理公開システム

のリニューアルをおこないました。 

ほとんどの資料はデジタル化され、データベースに

資料登録しました。その成果の一部は 4月からはじまる

新しい歴史資料館のホームページや展示室の利用者

端末で随時ご覧いただけるようになります。新ホームペ

ージアドレスは http://museum.town.mizumaki.lg.jp/です。 
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  収蔵資料調査登録事業 

  

 

 

古文書の撮影（デジタルカメラ） 

民俗資料の撮影（デジタルカメラ） 

パソコンによる撮影写真データの整理と 

データベースへの登録 

http://museum.townn.mizumaki.lg.jp/
Administrator
テキストボックス



 

歴史資料館では、昭和以前の衣食住の生活に関わる古いものを集めています。 

昔の道具・おもちゃ・お金・衣類・写真・音声・文書（古文書，30 年以上前の雑誌・新聞・広告・教科書

等）など、歴史を語る品々の寄贈をお待ちしています。その道具のエピソードや時代背景なども分かる

範囲でお知らせいただけると幸いです。 

なお、寄贈された資料の取り扱いについては、資料館に一任していただくことになります。 

 

 

 

  この写真資料は当時この学校の生徒だった方が寄贈さ

れたものです。日本炭礦が鉱員養成のため昭和 11年

（1936）私立高松礦業学校として創立したのが始まりで、昭

和 23年（1948）水巻町に管理が移り遠賀農業高等学校水

巻分校となり、その後昭和 27年（1952）町立水巻高等学校

となり昭和 38年（1963）まで続きました。 

 

 

収蔵資料紹介 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

寄贈してください 

 

 平成 22年度事業報告 

 

■ 野鳥観察会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 時 5月 8日(土)、9月 23日（木） 

3月 12日（土） 

講 師 日本野鳥の会筑豊 

梶原剛二さん 

内 容  図書館周辺～多賀山自然公園～遠賀川

を散策。また 3 年目になりますが図書館周辺に設

置した、巣箱のうち 1つにシジュウガラが巣作りし、

産卵から巣立ちまでの記録を映像で紹介しまし

た。 

3回の野鳥観察会で観察できた鳥たちの紹介 

トビ・コゲラ・ムクドリ・ヒバリ・メジロ・シジュウカラ・カラ

ス・ヒヨドリ・スズメ・ハチクマ・ツバメ・ハヤブサ・ミサゴ・

コサメビタキ・エゾビタキ・ハト・ウグイス・ハイタカ・ツ

グミ・ハクセキレイ・アオサギ・カワウ・ヒドリガモ・ジョウ

ビタキ・キビタキ・セッカ・シロハラ・キンクロハジロ・カ

ンムリカイツグリ・ノスリ・カルガモ・セグロカモメ カワ

ラヒワほか  

※＿は準絶滅危惧種、  は絶滅危惧種 

日炭高松礦業学校校舎（1941年） 

高松礦業学校の行進（1942年） 



 

■ 10年間のあゆみ展 

期  間 6月 11日（金）～27日（日） 

来館者 4,124名 

内  容  平成 12年 9月 3日の開館から 10周年を

むかえました。そこでこれまでの図書館・歴史資料

館の歴史を振り返ってみました。 

 

 

 

 

 

 

 

■ 鋳物文鎮づくり 

期  間 8月 1日（日） 

講 師  樋口陽介さん（芦屋町釜の里鋳物師） 

内 容  錫を使って上二貝塚で発見された弥生時

代に作られた青銅の鏡をイメージした文鎮づくりに

挑戦しました。 

 

 

■ 鋳物文鎮づくり作品展 

期  間 

来館者 

8月 10日（火）～20日（金） 

3,596名 

内 容  文鎮づくりの工程は、①鋳型に文字を

彫る②錫をとかす③鋳型に流し込む④冷えたら

とり出し完成。参加した皆さんはとけた金属の重

みなどを実感しながら工程ごとに一生懸命に取り

組んでいました。 

 

■ 企画展『水巻の 70年展』 

期  間 11月 3日（土）～12月 5日（日） 

来館者 6,025名 

内  容  町制 70周年をむかえ、この間に変わった
水巻町を写真や関連資料で振り返ってみました。 

■ 歴史講演会「古遠賀潟をめぐる古墳群」 

日 時 2月 5日（土）視聴覚ホール 

講 師 田村 悟（直方市教育委員会） 

内  容  古墳時代（４～７世紀）の遠賀郡内の古墳

を日本書紀や古事記などの記述をもとに考古学的

な知見を踏まえ、当時の歴史背景や朝鮮半島や近

畿地方との関わりがあったことなどを解説した興味

深い内容でした。 



 刊行物紹介
  

歴史資料館では、水巻町に関する書籍を事務室で販売しています。 

あなたの町を再発見してみませんか！！ 

 

平成 23年度事業予定 

 

日時・内容など変更になることがありますので、事前にご確認下さい。 

 

■ 野鳥観察（水巻周辺） 
 

 
 

 
 

 

 

■ 遠賀郡中央四国八十八ヶ所展 

期 日  6月 11日～7月上旬 

内 容  町内にある札所の紹介 
■ 遠賀川式土器づくり 

 

 

 

 

 

■ 企画展『古賀城と中世山城』（仮題） 
 
 

■ 歴史講演会「遠賀郡の歴史について」（未定） 
 

 

ギャラリー利用案内 

  

人 数 15名（事前申込・抽選） 

参加費 無料 

期 日 第 1回 5月 14日（土） 9:30～12:00 

第 2回 9月中旬    9:30～12:00 

第 3回 3月上旬    9:30～12:00 

人 数 15名（事前申込・抽選） 

参加費 500円 

期 日 第 1回 形づくり   7月上旬 

 第 2回 土器焼き  8月上旬 

期 日 11月上旬～12月上旬 

内 容 古賀城と遠賀郡周辺の中世世界について 

期 日 2月上旬 

内 容 未定 

歴史資料館の企画展示室は、町民ギャラリーとして、営利目的や宗教活動・政治活動・管理運営上支

障がある場合などを除き、町内の方々に発表の場として無料で貸し出しています。 

 ご利用希望日の月を含む 3 ヵ月前から 2週間前までに資料館事務室へお申し出下さい。 

 町民ギャラリーの利用状況は、水巻町ホームページでも公開していますので、空き状況をご確認下さ

い。 

その他の販売冊子案内 

水巻昔ばなし     1.000円 

水巻おもいでの写真集 1,000円 

増補 水巻町誌     4.000円 

わたしたちのまち水巻 1.000円 

水巻の炭鉱とその暮らし 200円 

石炭物語    2.000円 

水 巻 町 歴 史 資 料 館 

807-0012 水巻町古賀三丁目 18 番 1 号 

Tel 093-201-0999 Fax 093-201-0995 

http://museum.town.mizumaki.lg.jp/ 

 

 

http://museum.townn.mizumaki.lg.jp/



